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１１２．０１  

 

電子計算機、電子証明書の届出  

 

 

１．特定手続の入力  

電子情報処理組織を使用して出願等の特定手続を行う者は、当該特許手続に

ついて規定した特許等関係法令の規定において書面に記載すべきこととされて

いる事項を、当該手続をする出願人等の使用に係る電子計算機から入力してそ

の特定手続きを行わなければならない（特例施規１０条の２第１項）。この場

合、出願人等が使用する電子計算機は、特許庁長官が定める技術的基準に適合

したものでなければならない（特例施規１０条の２第２項）。  

２．電子計算機、電子証明書の届出  

書面手続においては、書面に印を押すこと、又は識別ラベルを貼付すること

により手続を行う者の意思表示の確認ができるのに対し、電子情報処理組織を

使用した特定手続においては、識別番号、電子署名及び電子証明書（→１００．

０２）により特定手続を行う者の意思表示の確認を行うため、特定手続を行う

者は、あらかじめ特許庁長官にその氏名又は名称、電子計算機に関する事項、

使用しようとする電子証明書その他必要な事項を電子計算機から入力すること

により、使用する電子計算機を届け出なければならない（特例施規１５条１項）。 

また、その届出をする者は、使用しようとする電子証明書の届出に必要な事

項を電子計算機から入力し、その電子証明書の届出を行わなければならない（特

例施規１５条２項）。  

３．電子証明書の追加又はその使用の中止の届出  

電子計算機の届出をした者は、届け出た電子証明書の追加又はその使用を中

止するときは、遅滞なく、特許庁長官に対し、電子証明書の追加等の届出に必

要な事項を電子計算機から入力し、その届出を行わなければならない（特例施

規１５条３項）。  

 

（新規改訂令和２・１２平成２９・４）  
 


